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平成23年２月1日　NO ６４
＜たくさんの“タイガーマスク”に支えられて＞
[image: image2.jpg]


　新しい年明けと共に突然！現われた「タイガーマスク」。
全国的に【タイガーマスク運動】として、メディアで取り上げられて、匿名による寄附行為や一時のブームでは・・・といった功罪も取りざたされる中、タイガーマスクこと伊達直人のストーリーとあいまって、大きな反響を呼び、私たち一人一人に様々な想いを喚起させる出来事でした。
　すでに皆様ご存じの通り、光が丘学園にも来てくださいました。現金を届けてくださった“伊達直人”さん、海産物を送って下さった“伊達直人”さん、29日には三笠市の“伊達直人”さんからお菓子が送られてきました。
　子どもたちは本当に純粋に喜んでくれました。いつもは不人気のししゃもも、タイガーマスクのししゃもということで、なんと完食！

光が丘学園には、これまでもたくさんの皆様からご厚志をいただいておりました。いただいたものは本当に様々ですが、それらの全てに共通しているのは「心」です。そこには、必ず、その方の想いが添えられておりました。
ししゃもには、タイガーマスクの心が添えられて、子どもたちは「おいしい！」と感じてくれたのだと思います。

昨年、ある農家の方が来園され、たくさんの新米をご寄贈いただきました。お話を伺うと、その方が大型免許を取得された若かりし頃、実は、その免許証を紛失されたことがあったそうです。交付されたその日ということで途方に暮れていたところ、警察から連絡があり、当時の光が丘学園の子どもが拾って届けてくれたという出来事があったそうです。その時以来、いつも気にかかっていたとおっしゃって、今年はおいしいお米ができたから、子どもたちに食べさせたいと思い立ったとの事でした。

そして、また１／２９には「レッドドラゴン」様からお手紙と共にお菓子が届けられました。
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　たくさんの「タイガーマスク」の「心」が届けられています。
　子どもたちは、その「心」を　やった！すごい！うれしい！　とまっすぐに受け取って“ありがとう”の気持ちと共に育っています。

　「いっしょに、がんばろう」と声をかけてくださる方が、どこかで子どもたちを見てくれていると思うだけで、温かい力がわいてきます。

　今回のタイガーマスクの登場で、改めて、私たちはたくさんの皆様から支えていただいていることを感じました。

「自立」とは、決して、一人で立つことではなく、自分は多くの人に支えられて、ここに立っているということを知ることから始まります。「孤立」ではなく、社会の中のひとりとして、人に支えられ、人を信頼し、人と手をむすぶ喜びに輝く「あなた」をご家族の皆さんやたくさんのタイガーマスクといっしょに送り出していきたいと思います。

ありがとうございます。そして、これからも、いっしょに！！
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２月の行事予定

　２／３　豆まき　　２／11　手作り会（バレンタインチョコ作り）
　２／14　公立高校推薦入試　　　２／15　私立高校A日程入試　
　２／18　私立高校B日程入試　　２／21　聖十字幼稚園一日入園
　２／26　誕生会
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）１月１日～３１日

　皆川仁様　　　伊達直人様　　道産子 伊達直人様　　静内ペテリカ手づくり工房さくら様　　太田米良様　　小太刀仁幸様
　佐藤則子様　　レッドドラゴン様　　田口えり子様　　黒沢茜様　　伊藤八重子様












＜小学生　スキー外出＞


　1月14日、小学生全員で萩の山スキー場に出掛けました。初めてスキーをやる子もいれば、この日を心待ちにしていた子たちもおり、スキー場に着いた子どもたちの目はとてもギラギラしていました。高学年は急な斜面を思い思いの滑り方で楽しそうに滑り、日が暮れるまで休むことはほとんどなく帰るまで皆、元気一杯滑っていました。ときには転んだりもしましたが、転んでも皆で和やかに笑いあう様子や怪我を心配する思いやりの気持ちが言葉にも出ており、成長をとても感じました。


　低学年の子たちは職員が付きっきりで猛特訓！始めは「疲れた～、もう滑れない～」と愚痴をいう場面もありましたが、昼食のラーメンやそば、調理さんが作ってくれた特製おにぎりを食べて元気が回復すると、「まだまだ帰らない！」とまたやる気を出して頑張っていました。最終的には少し曲がることが出来るようになった子も。


　最後には怪我もなく無事に皆で帰ることが出来ました。また一つ子どもたちの成長が見られたスキー外出になりました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童指導員　　目黒　慎治


＜中高年のナイタースキー＞


　小学生の頃、近くの公園でスキーの練習をし、滑り降りるスピードの恐ろしさから、しりもちをついていた子たちが、中高生となり、滑りの上達ぶりに驚く日になりました。上級者コースを滑り降りたかと思えば、突然の転倒に姿を消すこともありましたが、吹雪の中のアンコール滑りは続きました。雪と寒さにロッジであたたまり、一度、ほっこりすると、二度と山に戻れない子もおりましたが、それぞれの体力の続く限りの1日となりました。


　　　　　　　　　　　　　　　主任保育士　　堀島　潤子





突然に雪煙と共にM君の姿消えた！雪まみれのM君が姿を現し、無事を喜んだつかの間、M君がボソっと「メガネがない」・・・。


春、雪どけの萩の山スキー場でメガネを拾った方は学園までご一報を（笑）メガネは早々、作りました。





＜お正月！＞


　大晦日から少し雪がちらつく中、皆でゆったりとした雰囲気の中、年越しそばを食べ、起きている高学年児をつれて、初詣にも行きました。ある子は、受験の合格を願ったり、ある子は健康でありますようになど、一人一人願掛けをしました。皆にとって実りある一年になってくれることを職員一同願っています。


　そんな、ゆったりとした日常の中、お正月行事では2日に映画、買い物と札幌へ外出しています。子どもの成長は“すごい”と思いました。外出先に合わせ、自分の目的や欲しい物、周りとの人間関係を一人一人が考えて、自然とグループになり、一人一人が楽しい外出をしたと思っております。3日には、岩見沢市内で買い物、ボーリングに分かれ、市内でのレクを楽しんでいます。ご飯も炊事さんの傑作のおせち料理が出て、いつもより少し豪華な食卓に皆、喜んで食べていました。最近では苦手な食べ物がある子も、少しずつ努力して自分の体（成長）を考えながら、挑戦しています。


　これからも保護者の皆様と共に子どもたちの成長を見守っていきたいと思っています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童指導員　　佐々木　達生


＜幼児さん　サンピアザ水族館の外出＞


　1月2日に水族館へ出掛けてきました。行く前から好きな話をして盛り上がり「ペンギンいるかな」と楽しみにしている様子でした。当日は晴天で出発進行でしたが…なかなか進まず、お正月ということもあり道が混んでいました。予定した時間に少し遅れましたが、子どもたちが好きなジャニーズの歌を聴いて歌ったり車内でも楽しみながら水族館に着きました。水族館では、普段、見慣れない魚や知っている魚がいて、職員が「あれ、いつも食べている魚だよ」と話すとビックリしている様子でした。手で生き物に触れてみて、恐がったりする子や「気持ち悪い」といって感触を何度も確かめたりする子もいました。水族館を見終わってから、近くのデパートで子どもたちの大好きなプリキュアショー！初めて見るショーに始めは恐ろしそうにしていましたが、途中からは「プリキュア頑張れ～！」と応援していました。子どもたちの応援で、プリキュアも無事に悪者を退治することができました。最後にみんなでアイスを食べたのですが暑さでドロドロになってしまい、甘いアイスが大人にとっては苦い味になりそうでした（笑）。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育士　　笹森　純











